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北 海 道 美 瑛 高 等 学 校

３６５歩のマーチ 志しあれば必ず成る

校 長 升 田 重 樹

３月１日、平成２年度３年生４６名が美瑛高校を巣立って行きました。３年

生がいなくなり、校舎の中も少し寂しい感じがします。どの高校でもそうで

すが、毎年、年度末のこの時期に、生徒会活動を中心に１年間の足跡がま

とめられた機関誌が発行されます。本校では「美峰」というタイトルで発行

されています。美峰の冒頭には生徒会を代表して新旧の生徒会長からの挨

拶文が載せられています。それぞれの文章で私が印象に残ったところを抜

粋して紹介しましょう。

●旧生徒会長（卒業生）：生徒会に入ってよかったと思うことは、人の上

に立つことを経験できたこと。自身のキャリアプランニングを向上させるこ

とができたこと。生徒会を通して辛かったこともあったが、それ以上の達成

感など他では味わうことのない経験や楽しさがあった。その経験をこれから

の人生に活かしたい。

●新生徒会長（現２年生）：会長になるのがとても不安であった。しかし、

何事にもチャレンジしてみよう、この機会を無駄にしたくないと一歩踏み出

した。生徒からの意見、要望をもらい、そこから改善・解決に取り組んでい

きたい。先輩方からたくさん助けていただいた。不安な部分もあるが、引き

継いだことを基に、先輩方に負けない生徒会執行部にしたい。

新旧生徒会長の言っていることはとてもわかりやすく対照的です。旧生

徒会長はやり終えた安堵感があり、経験したことが力となり、将来への展望

が伺えます。これは卒業生のほとんどが同じ気持ちであるでしょう。

それに対して新生徒会長には

これからへの不安と期待が入り

交じった葛藤が伺えます。私が

思った一番のポイントは「一歩

踏み出した」という言葉です。

何事に対してもそうですが、一

歩踏み出すというのは簡単な様

に見えて、とても強い意志と労

力がいるものです。

よく「１歩踏み出す勇気」と言います。この言葉をインターネットで検索すると、

踏み出すためには、踏み出せない理由は、などと様々なものが出てきます。で

もそれらのすべてが必ずしも自分にあてはまるとは言えません。むずかしいこと

は考えず、とにかく新生徒会執行部を中心に、新３・２年生には常にチャレンジ

精神を持って進むことを望みます。誰にでも理想ややりたいことはあります。で

も思っているだけでは何も進みません。とにかく考え行動に移すことです。先生

たちも全力でバックアップします。失敗したっていいじやないですか。それが一

歩踏み出すということではないでしょうか。

えらいむかしの話ですが、私が幼少期の頃に「３６５歩のマーチ」という歌が

ヒットしました。 「幸せは歩いてこない

だから歩いていくんだね １日１歩 ３日で

３歩 ３歩進んで２歩さがる 人生はワン・

ツーパンチ 汗かきべそかき歩こうよ

あなたのつけた足あとにゃきれいな花

がさくでしょう 腕を振って足をあげて

ワン・ツー ワン・ツー 休まないで歩け・・・」

結果や成果は後からついてくるものです。

４月からの１年365日、１歩ずつ地道にすす

んで行きましょう。

令和3年度に向けて

年度当初から猛威を振るった新型コロナウイルス感染症も、様々な研究

においてその対策についても１年前よりはかなり進んだように思えます。

新しく出された「５本の柱」（①飲食を通じた感染の防止策継続②変異ウ

イルスの監視体制の強化③感染拡大の予兆をつかむための戦略的な検査④安

全・迅速なワクチン接種⑤次の感染拡大に備えた医療体制の強化）ももちろん

そうですが、今まで自分たちがしっかり行ってきた対策の継続こそが感染防止

の最大にして最良の手立てとなります。「新しい生活様式」が出されてから時間

が経過していますが、

今でも忘れずに対策を徹底できて

いるでしょうか？一人一人の心が

けが結果自分を含めたみんなを守

ります。まだまだ先は長いですが、

粘り強く取り組んでいきましょう。



お世話になりました！
５人の職員からのメッセージです

荻田　英樹　教頭先生

異動先
北海道札幌白陵高等学校

　平成30年の12月に赴任して、足かけ３
年の在任中を楽しく勤務させていただきま
した。生徒の皆さんや教職員の皆さんはも
とより、ＰＴＡの方々、地域の方々からも
様々な形でご支援ご協力をいただいたこと
に深く感謝申し上げます。生徒の皆さんと
の思い出で一番印象深いのが令和元年度の
宿泊研修です。そこで行った登山も、それ
以外のコミュニケーションプログラムも、
皆さんの様々な表情や会話が心に残ってい
ます。また、保護者や地域の方々との思い
出は、毎年行われている美高祭での思い出
です。お忙しい中本校にお越しいただき、
抜群のチームワークで、カレーライスづく
りや縁日等でご尽力いただいたことに大変
心強さとありがたさを感じておりました。
令和２年度は新型コロナウイルス感染症の
影響もあり、そういった機会を得らず残念
でしたが、温かい環境に恵まれ、業務に邁
進することが出来ましたことは、自分の財
産であり、必ずや今後の業務に役立つもの
と確信しております。
　美瑛町はその景観はもちろん、気候やそ
の地域に住む方々のお人柄等、住環境的に
も本当に素晴らしい地域だと思います。そ
んな素晴らしい地域にある高校に勤務させ
ていただきましたことに感謝しつつ、美瑛
高校とそこに関わる全ての方々のますます
のご発展を祈念し、お別れのご挨拶とさせ
ていただきます。ありがとうございまし
た。

鉢呂　　靖　先生

異動先
北海道旭川南高等学校

　美瑛高校には7年間お世話になりま
した。これまで主に進路指導部とし
て、生徒の就職や進学に関わってきま
した。生徒たちと進路の話をする中
で、それぞれの生徒が色々な事情や悩
みを抱えていることを知りました。
「自分に向いていることは何か」、
「自分自身何をしたいのか分からな
い」と話をする生徒も多かったです。
3年生になってもぎりぎりまで迷って
いる生徒もいました。そういう中で生
徒とどうしたらいいか一緒に考えたこ
とが記憶に残っています。本校では1
年生から行っているキャリア教育を通
して、自分自身や進路について考えて
きました。それでもやはり実際の進路
を決めるのは難しいんだなと感じてい
ます。この点がこれからの本校での
キャリア教育の課題だと感じていま
す。
　美瑛高校の生徒は明るく人なつっこ
く、気持ちの優しい生徒が多いなと感
じています。ただ自分に自信を持てな
い生徒も多いと感じています。皆さん
にはこれから、欲を持っていろいろな
ことに挑戦してほしいと思います。多
くの経験を通して初めて未来が見えて
くるものです。恐れず前を向いて取り
組んでください。皆さんのさらなる成
長、成功を祈っています。これまで本
当にありがとうございました。

松本　和雄　先生

異動先
北海道旭川南高等学校

　このたび定年退職を迎え、３６年間
の教員生活を終えることになりまし
た。美瑛高校の勤務は４年間という短
い期間でしたが、生徒、保護者、地域
の方々に支えられ充実した日々を過ご
すことができたことを心から感謝申し
上げます。
  十勝の本別高校を振り出しに旭川北
高校、旭川工業高校、美瑛高校と勤務
させていただきました。今思えばあっ
という間に過ぎ去ってしまったように
感じます。
　３６年前、右も左もわからないま
ま、本州から一人、宅配便で送った段
ボール箱三つと共に北海道に赴任して
きました。学生気分の抜けない２０代
だった私にとって、日々の生活はつら
いことのほうが多く、授業はうまくい
かず辞めてしまおうと思ったことも何
度もありました。そんな私が職務を全
うし、こうしてこの日を迎えられたの
は、同僚や生徒、保護者、今まで出
会った多くの人たちのおかげです。
　今この日を迎えて思うことは「感
謝」の気持ちです。若い頃は「感謝」
の言葉はなんだか気恥ずかしくて、
嘘っぽく聞こえていましたが、今こう
して終わりを迎えると「感謝」という
言葉も素直に言える気がします。
　教員生活最後の４年間をここ美瑛の
大自然の中、純朴な生徒たちとともに
過ごせたことを心から感謝していま
す。美瑛高校を去りますが、これから
も美瑛高校の生徒たちを陰ながら応援
していきたいと思います。今までお世
話になり、本当にありがとうございま
した。

佐々木　格子　先生

異動先
北海道旭川南高等学校

　平成２９年より４年間お世話になりました。美瑛高校では
主に図書室での仕事が中心でした。昼休みには生徒が集ま
り、いろいろな話を聞いたり、図書館の仕事を手伝っていた
だいたりと楽しい時間を過ごさせていただきました。
　また、保護者の皆様とはＰＴＡの行事である陶芸づくりや
学校祭等で一緒に活動させていただき多く保護者と携わる事
ができました。
　美瑛高校では、図書・ＰＴＡといままで経験してこなかっ
た事をたくさん経験させていただきました。この経験を次の
学校でも生かして行きたいと思ってます。今まで大変お世話
になりました。ありがとうございました。

庄子　尚史　主任主事

異動先
北海道有朋高等学校

　新採用で美瑛高校に赴任し2年間勤務させていただきまし
た。美瑛高校の事務職としての一番の思い出はやはり生徒会
の皆さんに誘われるがままに、萩原先生や宮内先生と一緒に
音楽祭に参加させてもらったことです。生徒さんと一緒に演
奏できたことや一緒に歌ったことも、先生達と一緒に“美瑛
高校があるさ”(ウルフルズ明日があるさの替え歌)を歌った時
も本当に感動でした。客席から生徒や保護者の皆さんが手拍
子してくれたことや一緒に盛り上がってくれたことも全部が
とても嬉しかったなぁと、今でもよく思い出します。私に
取って生涯忘れられない音楽の祭りになりました。本当にあ
りがとうございます。
　美瑛高校には輝く明日があります！これからも美瑛高校に
たくさんの笑顔と元気が溢れ、皆さんが安心して過ごせる
日々が訪れることを心から願っています。本当に2年間お世話
になりました。


